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一　

は
じ
め
に

平
安
中
期
の
官
人
で
漢
詩
人
と
し
て
も
著
名
な
菅
原
道
真
は
、『
古

今
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
入
集
す
る
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
家

集
は
現
存
せ
ず
、﹁
筑
紫
に
て
…
折
々
の
歌
書
き
お
か
せ
た
ま
へ
り
け

る
を
、
お
の
づ
か
ら
世
に
散
り
聞
え
し
な
り
﹂（『
大
鏡
』
時
平
伝
）

や
﹁
道
真
公
所
レ
詠
歌
集
曰
二
菅
家
御
集
一
。
有
二
一
巻
一
﹂（『
菅
家
御

伝
記
』）
な
ど
の
記
述︶

1
︵

に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
窺
い
知
る
ば
か
り

で
あ
る︶

2
︵

。
一
方
で
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
道
真
と
は
全
く
別

人
の
詠
作
を
収
載
し
な
が
ら
、
作
者
を
道
真
と
す
る
家
集
や
百
首
が

流
布
し
た
。
こ
れ
ら
の
家
集
・
百
首
は
、
道
真
の
勅
撰
集
入
集
歌
を

含
み
つ
つ
も
、
後
代
の
他
人
詠
を
数
多
く
含
む
上
、
詠
者
を
神
格
化

し
た
道
真
、
す
な
わ
ち
天
神
に
仮
託
し
て
い
る
た
め
、﹁
天
神
仮
託
歌

集︶
3
︵

﹂（
以
下
、﹁
仮
託
歌
集
﹂
と
略
称
す
る
）
と
呼
ば
れ
る
。

﹁
仮
託
歌
集
﹂
の
伝
本
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
上
、
複
数
の
歌
集

が
合
写
さ
れ
て
一
書
を
成
し
て
い
た
り
、
同
じ
書
名
で
あ
っ
て
も
所

収
歌
が
全
く
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
武
井
和
人
氏
の
研
究︶

4
︵

に
よ
っ
て
、
こ
の
複

雑
な
歌
集
群
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
（
以
下
、
武
井
氏
に
よ
る
伝

本
分
類
を
﹁
武
井
分
類
﹂
と
呼
ぶ
）、
そ
の
後
『
宝
鏡
寺
蔵
『
妙
法
天
神

経
解
釈
』
全
注
釈
と
研
究︶

5
︵

』（
以
下
、『
全
注
釈
』
と
略
称
す
る
）
に
お
い

て
、
武
井
分
類
を
基
本
と
し
つ
つ
、
家
集
に
合
写
さ
れ
て
い
た
小
歌

群
を
新
た
に
特
立
さ
せ
る
な
ど
の
整
理
・
再
分
類
が
行
わ
れ
て
い
る

（
以
下
、『
全
注
釈
』
の
分
類
を
﹁
全
注
釈
分
類
﹂
と
呼
ぶ
）。

﹁
仮
託
歌
集
﹂
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
不
明
な
点
が

多
い
。奥
書
・
識
語
類
か
ら
武
井
氏
は
室
町
末
期
を
成
立
下
限
と
し
、

﹁
天
神
仮
託
百
首
﹂
の
形
成

―
﹁
貞
治
元
年
神
託
百
首
﹂
を
中
心
に

―

野
本　

瑠
美
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一
六
五
〇
年
頃
を
境
に
急
速
に
流
布
し
た
と
指
摘
す
る
。『
全
注
釈
』

解
説︶

6
︵

で
は
、
室
町
末
期
頃
か
ら
続
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
く
、
と
す

る
。
武
井
氏
は
﹁
仮
託
歌
集
﹂
を
﹁
和
歌
史
の
表
舞
台
に
出
る
﹂
作

品
で
は
な
い
と
断
り
つ
つ
も
、﹁
中
世
和
歌
史
を
叙
述
す
る
上
で
、
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
﹂と
位
置
づ
け
、﹁
よ
り
一
層
の
伝
本
の
博
捜
と
、

完
璧
な
校
本
の
作
成
、
出
典
の
網
羅
的
な
調
査
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く

総
合
的
な
考
察
﹂
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
以
後
、『
全
注
釈
』
を
始
め
、

新
た
な
伝
本
の
紹
介
や
﹁
仮
託
歌
集
﹂
の
内
容
や
享
受
に
関
わ
る
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る︶

7
︵

が
、﹁
総
合
的
な
考
察
﹂
に
至
る
た
め
に
は
、

な
お
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
先

行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、
貞
治
元
年
（
一

三
六
二
）
に
北
野
社
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
由
来
を
持
つ
﹁
天
神
仮

託
百
首
﹂（
武
井
分
類
・
百
首
戊
系
統
／
全
注
釈
分
類
・
百
首
歌
系
ｆ
系
統
、

以
下
、
戊
／
ｆ
系
統
と
表
記
す
る
）
に
つ
い
て
、
由
来
譚
の
構
成
と
百

首
の
内
容
か
ら
﹁
仮
託
百
首
﹂
成
立
の
過
程
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二　

﹁
天
神
仮
託
百
首
﹂（
戊
／
ｆ
系
統
）
の
特
徴
と

山
岸
文
庫
蔵
『
天
神
百
詠
』

現
在
、
戊
／
ｆ
系
統
の
百
首
歌
は
、
道
明
寺
天
満
宮
や
神
宮
文
庫
、

実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
七
本︶

8
︵

が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
書
名
は
各
伝
本
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
、
統
一
で
き
る

よ
う
な
書
名
を
持
た
な
い
。
書
写
年
代
が
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
の

は
、
江
田
世
恭
が
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
道
明
寺
天
満
宮
に
奉

納
し
た
『
天
神
御
詠
百
首
』
で
、
江
戸
初
期
の
堯
然
入
道
親
王
（
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
～
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
））
の
筆
と
さ
れ
る
。

そ
れ
以
外
は
奥
書
や
識
語
を
持
た
な
い
伝
本
が
多
く
、
正
確
な
書
写

年
代
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
中
・
後
期
の
写
本
と
さ
れ
る
。

道
明
寺
天
満
宮
本
・
山
岸
文
庫
本
・
神
宮
文
庫
本
・
刈
谷
市
立
図
書

館
村
上
文
庫
本
の
四
本
に
は
、
百
首
歌
の
他
に
、
天
神
の
五
実
名
や

秘
文
と
呼
ば
れ
る
七
言
句
、
そ
れ
ら
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
由
来
を

語
る
長
文
が
付
さ
れ
、
和
歌
・
実
名
・
秘
文
を
用
い
た
天
神
へ
の
具

体
的
な
祈
願
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

百
首
歌
部
分
は
春
二
〇
首
・
夏
一
〇
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
〇
首

・
恋
二
〇
首
・
雑
二
〇
首
に
部
類
さ
れ
、
四
季
部
で
は
、
ほ
ぼ
季
節

の
推
移
に
沿
っ
た
排
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。﹁
仮
託
百
首
﹂
は
現
在

八
種
類
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
六
種
は
部
立
を
持
た
な
い
。
戊
／
ｆ

系
統
以
外
で
唯
一
部
立
を
持
つ
Ｆ
／
ｈ
系
統
は
、
巻
頭
に
立
春
詠
で

は
な
く
、
道
真
の
著
名
な
一
首
﹁
東
風
ふ
か
ば
匂
ひ
を
こ
せ
よ
梅
の

花
主
な
し
と
て
春
な
忘
れ
そ
﹂
を
置
き
、
季
節
の
推
移
に
よ
る
排
列

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
武
井
氏
の
研
究
に
よ
り
、
戊
／
ｆ
系

統
の
百
首
は
他
系
統
の
﹁
仮
託
百
首
﹂
と
共
通
歌︶

9
︵

が
極
め
て
少
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、﹁
異
本
﹂
と
称
さ
れ
て
い
る
。
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戊
／
ｆ
系
統
の
由
来
譚
に
記
さ
れ
た
百
首
歌
発
見
の
顛
末
を
ま
と

め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
三
月
二
四

日
の
夜
、光
厳
院︶

₁₀
︵

の
夢
に
、衣
冠
正
し
き
姿
を
し
た
上
臈
が
現
れ
﹁
私

が
西
海
へ
赴
く
時
に
、
後
の
奇
瑞
を
顕
そ
う
と
、
一
夜
松
の
西
に
、

青
料
紙
に
記
し
た
百
首
と
秘
文
と
実
名
を
埋
め
て
お
い
た
。
今
、
そ

れ
を
掘
り
出
し
、
ど
の
歌
で
も
よ
い
か
ら
一
首
に
実
名
を
書
き
添
え

て
、
私
に
向
か
う
よ
う
に
信
心
を
起
こ
せ
ば
、
病
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。
秘
文
に
実
名
を
書
い
て
埋
め
れ
ば
、疫
病
を
払
お
う
。

実
名
を
書
い
て
祈
れ
ば
願
い
を
叶
え
よ
う
﹂
と
告
げ
た
の
で
、
指
定

の
場
所
を
掘
ら
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
道
真
真
筆
の
百
首
と
秘
文
が
夢

告
通
り
に
発
見
さ
れ
た
、
と
い
う
。
書
写
年
代
の
古
い
道
明
寺
天
満

宮
本
で
は
、
こ
の
由
来
譚
の
末
尾
部
分
が
﹁
こ
れ
（
稿
者
注
、
当
該

百
首
を
指
す
）
ハ
雲
上
の
外
は
関
白
、
為
重
卿
、
北
野
法
眼
、
そ
の

外
家
〳
〵
に
ハ
未
知
然
を
、
康
暦
元
年
二
月
廿
日
後
筑
紫
上
洛
し
て

法
眼
対
面
の
時
此
書
を
随
分
跡
き
れ
て
み
へ
︶
₁₁
︵

ず
﹂
と
あ
り
、
秘
蔵
さ
れ
て

い
た
当
該
百
首
を
、
筑
紫
か
ら
上
洛
し
て
き
た
某
か
が
尋
ね
て
…
と

い
う
部
分
で
途
切
れ
て
い
る
（
村
上
文
庫
本
も
ほ
ぼ
同
文︶

₁₂
︵

）。
山
岸
文

庫
蔵
『
天
神
百
詠
』
の
み
、﹁
然
を
康
暦
元
年
二
月
廿
日
筑
紫
よ
り
上

洛
し
て
、
法
眼
に
対
面
の
と
き
此
書
を
随
分
の
志
を
は
げ
ま
し
て
令

傳
受
所
実
也
。
法
眼
依
有
数
度
之
志
範
誉
摶

︵
マ
マ
︶畢

﹂
と
、
道
明
寺
天
満

宮
本
や
村
上
文
庫
本
で
欠
落
し
て
い
た
部
分
が
現
存
し
て
い
る︶

₁₃
︵

。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
筑
紫
か
ら
上
洛
し
て
き
た
範
誉
な
る
人
物
が
志
を
重

ね
て
、
法
眼
か
ら
こ
の
書
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
由
来
譚
の
全
文
が

判
明
す
る
の
で
あ
る
。
山
岸
文
庫
本
は
歌
数
や
異
同
の
点
か
ら
も
最

古
写
本
で
あ
る
道
明
寺
天
満
宮
本
に
近
く
、
現
存
伝
本
中
唯
一
、
由

来
譚
を
末
尾
ま
で
完
備
し
て
い
る
。
以
下
、
戊
／
ｆ
系
統
百
首
の
引

用
は
山
岸
文
庫
本︶

₁₄
︵

に
拠
り
、
必
要
に
応
じ
て
他
本
に
よ
り
校
訂
を
行

っ
た
。三　

百
首
由
来
譚
の
仮
構

ま
ず
、
百
首
の
由
来
譚
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
由
来
譚

の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。

貞
治
元
年
三
月
廿
四
日
夜
、
前
光
厳
院
殿
御
枕
上
に
衣
冠
正
し

き
上
臈
一
人
参
せ
て
、
申
さ
せ
給
ひ
け
る
は
、
吾
は
是
北
野
に

住
ゐ
し
て
常
に
奉
公
致
者
也
。
我
西
國
へ
赴
か
ん
と
せ
し
時
、

後
の
奇
瑞
を
あ
ら
は
さ
ん
た
め
に
、
一
夜
松
の
西
へ
さ
し
た
る

根
の
下
に
埋
た
る
石
の
唐
櫃
あ
り
。
今
時
を
得
た
る
人
を
遣
し

て
ほ
り
出
さ
れ
よ
。
其
中
に
青
き
料
紙
に
書
た
る
百
首
の
歌
並

秘
文
あ
り
。
次
五
実
名
あ
り
。
是
を
取
て
百
首
の
う
た
の
う
ち

い
づ
れ
に
て
も
一
首
一
名
を
書
添
て
、
我
に
向
が
ご
と
く
信
心

い
た
し
給
は
ば
、
諸
の
中
夭
、
時
の
病
患
を
其
身
に
影
を
さ
さ

し
め
じ
。
亦
其
所
の
内
へ
疫
病
い
れ
じ
と
思
は
ば
、
こ
の
秘
文
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を
書
て
一
之
実
名
を
書
添
て
東
西
南
北
に
埋
む
べ
し
。
然
ら
ば

我
毎
日
来
臨
し
て
そ
の
病
患
を
払
は
し
め
ん
。
又
実
名
を
書
添

て
佛
眼
大
徳
之
咒
五
返
、
大
金
剛
輪
咒
七
返
、
金
眼
名
廿
一
返
、

右
如
此
約
束
を
た
が
へ
ず
、
此
文
を
毎
日
廿
五
返
誦
し
て
吾
定

る
所
の
廻
向
を
以
て
諸
佛
を
祈
ら
ば
、
毎
日
三
度
宛
来
臨
有
て

立
懸
て
守
護
し
、
諸
願
を
令
満
足
と
申
さ
せ
給
ふ
と
思
召
候
、

御
夢
覚
給
ふ
。
徳
大
寺
三
位
堀
川
侍
従
両
使
を
以
て
北
野
の
法

眼
に
被
仰
付
、
御
子
左
二
位
中
将
為
重
卿
を
相
添
て
一
夜
松
の

西
へ
指
た
る
根
の
下
を
掘
ら
せ
給
へ
ば
、
深
さ
七
尺
を
過
て
約

束
の
石
の
唐
櫃
有
。
為
重
卿
是
を
披
見
し
給
ふ
に
、
青
地
の
金

襴
に
て
上
巻
し
た
る
、
彼
神
の
真
筆
有
。
則
夢
中
の
約
束
の
ご

と
し
。
是
は
雲
の
上
の
外
は
関
白
為
重
卿
北
野
の
法
眼
、
其
外

所
々
に
は
未
知
ら
せ
ず
。
然
を
康
暦
元
年
二
月
廿
日
筑
紫
よ
り

上
洛
し
て
法
眼
に
対
面
の
と
き
、
此
書
を
随
分
の
志
を
は
げ
ま

し
て
令
傳
受
所
実
也
。
法
眼
依
旨
数
度
之
志
範
誉
摶
︵
マ
マ
︶畢
。

こ
の
百
首
由
来
譚
に
は
、
日
時
・
場
所
・
人
物
な
ど
の
情
報
が
極

め
て
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
他
の
記
録
類
か
ら
は

全
く
確
認
で
き
な
い
内
容
で
、
偽
作
と
考
え
ら
れ
る︶

₁₅
︵

。
だ
が
『
全
注

釈
』
解
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
秘
伝
性
を
帯
び
な
が

ら
享
受
さ
れ
る
形
態
か
ら
は
、
享
受
者
の
﹁
天
神
の
歌
と
し
て
理
解

す
る
意
識︶

₁₆
︵

﹂
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
由
来
譚
の
記
述
は
、
他

の
﹁
仮
託
歌
集
﹂
に
通
じ
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
、
夢
告
に
よ
っ
て
掘
り
出
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
は
、
武
井
分
類

Ｂ
甲
（
全
注
釈
分
類
ⅲ
）
に
含
ま
れ
る
﹁
御
詠
二
十
五
首
﹂
に
付
さ

れ
た
﹁
今
川
殿
依
夢
想
被
掘
出
哥
也︶

₁₇
︵

﹂
と
い
う
注
記
と
も
共
通
す
る
。

夢
想
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
和
歌
が
、
し
か
る
べ
き
場
所
に
秘
蔵
さ
れ

て
い
た
と
い
う
経
緯
は
、
丙
／
ｄ
系
統
の
百
首
奥
書
に
見
ら
れ
る
安

楽
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
載
や
、『
妙
法
天
神
経
』
が
夢
告

に
よ
っ
て
性
空
上
人
に
授
け
ら
れ
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
伝
承

と
類
似
す
る
。
ま
た
、
天
神
の
守
護
を
得
ら
れ
る
と
い
う
発
想
は
、

書
写
と
詠
歌
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
丙
／
ｄ
系
統
の
百
首
奥

書
に
見
ら
れ
る
﹁
右
御
詠
謌
毎
日
一
偏
詠
人
常
恒
天
神
令
守
護
現
世

安
穏
後
生
善
所
不
可
疑︶

₁₈
︵

﹂
と
共
通
す
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
設
定
が
百
首
に
神
秘
性
や
信
憑
性
を
も
た

ら
し
、
天
神
の
詠
作
と
し
て
享
受
さ
れ
る
基
盤
を
形
成
し
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
当
該
百
首
に
の
み
見
ら
れ
る
﹁
貞
治
元
年

二
月
﹂
や
﹁
北
野
社
﹂﹁
為
重
卿
﹂
と
い
っ
た
極
め
て
具
体
的
な
設

定
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
、
改
元
前
の
た
め
実
際
は
康
安
二
年
）

二
月
と
い
う
日
時
だ
が
、
同
月
十
日
に
、
南
朝
方
の
攻
撃
に
よ
っ
て

近
江
に
逃
れ
て
い
た
後
光
厳
天
皇
が
帰
京
し
、
戦
乱
の
続
い
た
世
に

よ
う
や
く
平
安
が
訪
れ
始
め
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
天
神
に
関
係



－5－

す
る
事
件
と
し
て
は
、
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
六
月
と
い
う
極
め

て
近
い
時
期
に
、
九
州
安
楽
寺
か
ら
天
神
の
神
託
詩
歌
が
将
軍
義
詮

に
進
上
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
﹁
安
楽
寺
神

託
詩
歌
﹂
を
巡
る
状
況
は
、
由
来
譚
の
語
る
状
況
と
類
似
す
る
点
が

見
ら
れ
る
。
以
下
に
、『
後
愚
昧
記︶

₁₉
︵

』
貞
治
二
年
六
月
の
関
連
記
事
を

抜
粋
す
る
。

　

八
日
、
丙
午

頓
阿
法
師
哥
人
也
、
以
状
付
女
房
、
示
送
云
、
安
楽
寺
神
託
詩
哥
自

鎮
西
注
進
之
間
、
親
王
・
執
柄
・
大
臣
家
等
為
大
樹
沙
汰
勧
進

之
、
題
社
頭
祝
一
首
也
、
可
有
御
結
縁
云
々
、
可
詠
之
由
返
答

了
、

　

廿
一
日
、
己
未
、

北
野
奉
納
哥
、
遣
頓
阿
法
師
許
、
遣
頓
阿
許
北
野
勧
進
哥
書
様
、

︿
高
檀
紙
一
枚
ニ
書
之
、
不
加
裏
懸
紙
、
以
同
紙
二
枚
如
立
文

褁
之
、
押
折
之
、
居
柳
筥
遣
之
也
﹀

井
上
宗
雄
氏
の
論
考︶

₂₀
︵

を
参
考
に
こ
の
経
緯
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
貞
治
二
年
六
月
八
日
、
安
楽
寺
で
天
神
の
神
託
に
よ
っ
て
詩
歌

が
授
け
ら
れ
、
そ
れ
が
将
軍
義
詮
へ
進
上
さ
れ
た
。
義
詮
は
結
縁
の

た
め
に
人
々
に
﹁
社
頭
祝
﹂
題
で
詩
歌
奉
納
を
勧
進
、
そ
の
後
、
頓

阿
が
仲
介
役
と
な
っ
て
北
野
社
へ
人
々
の
和
歌
を
奉
納
し
た
と
い

う
。

一
方
、﹁
神
託
百
首
﹂
の
由
来
譚
で
は
、
貞
治
元
年
、
北
野
社
の
地

中
に
埋
ま
っ
て
い
た
百
首
が
、
夢
告
に
よ
っ
て
光
厳
院
に
授
け
ら
れ

た
。
院
の
命
に
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
百
首
は
、
そ
の
後
、
筑
紫
か
ら

や
っ
て
き
た
範
誉
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
全
て
が
対
応
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、貞
治
二
年
と
元
年
、詩
歌
と
百
首
、将
軍
と
院
（
天
皇
）、

安
楽
寺
か
ら
北
野
社
へ
の
詩
歌
奉
納
と
、
北
野
社
か
ら
筑
紫
へ
の
百

首
歌
流
布
と
、
特
定
の
要
素
が
対
を
成
す
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
ま
で
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
と
、
由
来
譚
は
、﹁
安
楽
寺
神

託
詩
歌
﹂
の
一
件
を
も
と
に
、
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
る
よ
う
に
し
て
仮

構
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
由
来
譚
の

作
者
は
、
実
際
に
起
こ
っ
た
﹁
安
楽
寺
神
託
詩
歌
﹂
と
い
う
出
来
事

の
固
有
名
詞
を
変
更
し
て
再
構
成
し
、
具
体
的
で
、
い
か
に
も
あ
り

そ
う
な
百
首
発
見
の
由
来
を
作
り
上
げ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。﹁
安

楽
寺
神
託
詩
歌
﹂
で
は
和
歌
奉
納
の
た
め
に
奔
走
し
た
の
は
頓
阿
で

あ
っ
た
が
、
由
来
譚
で
は
御
子
左
為
重
が
頓
阿
に
相
当
す
る
役
割
を

担
わ
さ
れ
て
い
る
。
百
首
発
見
に
関
わ
る
人
物
で
は
徳
大
寺
三
位
や

堀
河
侍
従
、
関
白
ら
が
実
名
を
表
さ
れ
て
い
な
い︶

₂₁
︵

の
に
対
し
、
為
重

の
み
が
名
を
記
さ
れ
、
貞
治
元
年
時
点
の
官
職
で
は
な
く
、
極
官
で

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
歌
道
家
の
人
の
手
を
経
た
こ
と
を
由
来
譚

の
読
者
に
提
示
し
、
神
託
百
首
の
信
憑
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
意
図

が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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四　

百
首
歌
の
作
者

そ
れ
で
は
、
実
在
の
﹁
神
託
詩
歌
﹂
を
模
し
た
由
来
譚
と
、
百
首

本
体
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

百
首
の
巻
軸
歌
に
は
、
天
神
の
性
質
と
関
わ
る
歌
が
見
ら
れ
る︶

₂₂
︵

。

偽
も
し
づ
め
し
と
て
や
此
里
の
う
き
に
た
へ
ず
は
神
の
守
ら
ん

（
95
）

神
垣
や
引
し
め
縄
の
ひ
と
す
ぢ
に
君
を
ぞ
守
る
万
代
ま
で
に

（
96
）

蘆
原
や
天
照
神
の
む
か
し
よ
り
君
を
ぞ
守
る
万
代
ま
で
に（
97
）

95
番
の
歌
意
は
取
り
に
く
い
が
、
左
遷
さ
れ
た
道
真
が
死
後
名
誉
を

回
復
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、﹁
偽
り
を
正
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

北
野
の
里
で
、
つ
ら
い
目
に
合
い
、
堪
え
難
く
思
っ
て
い
る
者
は
神

が
守
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
﹂
と
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
発
想

は
他
の
﹁
仮
託
歌
集
﹂
の
﹁
な
き
な
に
は
い
か
な
る
人
の
し
づ
む
べ

き
ち
か
ふ
北
野
の
神
の
め
ぐ
み
に
﹂（
Ｂ
甲
／
イ
系
統
）
に
も
見
ら
れ

る
。
結
句
の
表
現
も
﹁
心
だ
に
ま
こ
と
の
道
に
か
な
ひ
な
ば
い
の
ら

ず
と
て
も
神
や
ま
も
ら
ん
﹂（
家
集
Ｂ
／
イ
系
統
、百
首
丙
／
ｄ
系
統
な
ど
）

の
よ
う
に
、類
似
し
た
表
現
を
持
つ
歌
が
見
え
る
。
96
・
97
番
歌
は
、

同
じ
下
句
﹁
君
を
ぞ
守
る
万
代
ま
で
に
﹂
が
連
続
し
、
帝
を
守
護
し

続
け
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
天
神
が
院
に
対
し
て
守
護
を
約
束
す
る

由
来
譚
の
内
容
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。

雑
部
に
は
、
他
の
﹁
仮
託
歌
集
﹂
と
類
似
し
た
趣
向
を
持
つ
歌
も

数
首
見
ら
れ
る
。

い
に
し
え
は
お
ど
ろ
か
れ
に
し
暁
の
老
て
ね
ざ
め
の
鐘
を
こ
そ

き
け
（
86
）

歌
意
は
﹁
昔
は
暁
の
鐘
の
音
に
よ
っ
て
目
覚
め
た
の
に
、
老
い
て

寝
覚
め
が
ち
に
な
っ
た
今
は
、
暁
方
に
目
覚
め
て
鐘
の
音
を
聴
く
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
﹂
と
い
う
も
の
で
、別
系
統
に
見
ら
れ
る
﹁
鐘

の
音
を
ま
た
で
も
夢
の
覚
ぬ
る
は
し
ら
ぬ
に
老
や
近
く
な
る
ら
ん
﹂

（
Ｂ
甲
／
ⅲ
系
統
な
ど
）
と
類
似
し
た
内
容
を
持
つ
。
詞
や
趣
向
が
完

全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
天
神
詠
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
捉
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、﹁
東
風
吹
か
ば
﹂
の
よ
う
な
勅
撰
集
な
ど
に
入
集
す
る
道
真

の
歌
は
一
首
も
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
系
統
の
﹁
仮
託
歌

集
﹂
に
は
﹁
東
風
吹
か
ば
﹂
詠
の
類
似
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本

百
首
で
は
﹁
今
も
な
を
心
づ
く
し
の
む
か
し
よ
り
あ
る
じ
忘
れ
ぬ
梅

が
香
ぞ
す
る
﹂（
6
）
の
み
で
あ
り
、﹁
仮
託
歌
集
﹂
と
し
て
は
、
天

神
を
想
起
さ
せ
る
歌
が
少
な
く︶

₂₃
︵

、
天
神
真
作
を
強
調
す
る
由
来
譚
に

比
し
て
、百
首
歌
内
の
﹁
天
神
﹂
の
影
は
希
薄
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
百
首
歌
全
体
を
見
る
と
、
天
神
像
の
姿
に
重
な
ら
な
い
作

中
主
体
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
く
。
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老
ら
く
の
涙
を
そ
へ
て
霞
ら
し
我
身
ひ
と
つ
の
春
の
よ
の
月

（
10
）

も
ろ
く
散
る
老
木
の
花
を
吹
よ
せ
て
な
み
に
い
ろ
そ
ふ
志
賀
の

唐
崎
（
16
）

老
ら
く
の
涙
を
そ
へ
て
む
ら
時
雨
ふ
る
に
ぞ
い
と
ど
袖
は
ぬ
れ

け
る
（
49
）

花
の
香
に
馴
し
ば
か
り
の
名
残
に
て
か
ふ
る
も
か
な
し
墨
染
の

袖
（
21
）

い
つ
よ
り
か
紅
葉
の
色
に
成
ぬ
ら
ん
我
が
す
み
ぞ
め
の
衣
手
の

森
（
46
）

前
半
三
首
は
自
ら
の
老
い
を
詠
む
も
の
（
百
首
全
体
で
は
前
掲
86
番

歌
も
含
め
て
六
首︶

₂₄
︵

見
ら
れ
る
）
で
、
後
半
二
首
の
﹁
墨
染
の
袖
（
衣
）﹂

は
作
中
主
体
が
僧
形
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
詠
者
の
老
い
に
言
及
し

た
歌
だ
け
な
ら
ば
、
他
の
﹁
仮
託
歌
集
﹂
に
も
確
認
で
き
る
が
、
出

家
者
の
姿
を
詠
む
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。道
真
の
出
家
に
つ
い
て
は
、

『
大
鏡
』
に
﹁
や
が
て
山
崎
に
て
出
家
せ
し
め
た
ま
ひ
て
﹂
と
あ
る

も
の
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
く
、﹁
仮
託
歌
集
﹂
に
お
い
て
も
﹁
そ
め

ば
や
な
心
の
う
ち
を
墨
染
に
衣
の
色
は
と
に
も
か
く
に
も
﹂（
Ｃ
／

ロ
系
統
）
の
よ
う
に
心
中
で
は
仏
道
を
希
求
し
つ
つ
も
官
人
と
し
て

生
き
た
姿
が
詠
ま
れ
る
。
老
い
た
出
家
者
と
い
う
姿
は
他
の
﹁
仮
託

歌
集
﹂
に
は
見
ら
れ
ず
、
大
変
珍
し
い
設
定
で
あ
る
。

雑
部
に
は
次
の
よ
う
な
歌
も
あ
る
。

住
吉
の
神
も
う
け
ず
は
い
か
で
か
は
あ
つ
む
る
玉
の
数
に
入
ま

し
（
93
）

﹁
集
む
る
玉
﹂
と
は
、『
新
後
拾
遺
集
』
撰
進
の
折
に
詠
ま
れ
た
﹁
今

ぞ
し
る
あ
つ
め
し
玉
の
数
数
に
身
を
て
ら
す
べ
き
光
あ
り
と
は
﹂（
新

千
載
集
・
雑
中
1976
為
定
）
と
い
う
よ
う
な
用
例
か
ら
、
勅
撰
集
を
表
す

と
考
え
ら
れ
る
。
93
番
歌
は
﹁
住
吉
の
神
が
願
い
を
聞
き
と
ど
け
て

く
れ
た
お
陰
で
勅
撰
集
入
集
を
果
た
し
た
﹂
と
詠
ん
で
お
り
、
住
吉

の
神
へ
の
謝
意
を
表
し
て
い
る
。
続
く
94
番
歌
も
﹁
住
吉
の
神
も
あ

わ
れ
と
し
き
嶋
の
道
あ
る
代
を
ば
さ
ぞ
守
る
ら
ん
﹂
と
、
住
吉
の
神

を
詠
み
、
和
歌
の
道
が
盛
ん
な
御
代
を
寿
ぐ
。
確
か
に
道
真
詠
は
勅

撰
集
に
も
入
集
し
て
い
る
が
、や
は
り
、こ
の
よ
う
な
歌
は
他
の
﹁
仮

託
歌
集
﹂
で
は
確
認
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
当
該
百
首
が
類
例
を
見
な
い
新
た
な
天

神
像
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
あ
る
人
物
の
詠
作

を
流
用
し
て
﹁
仮
託
百
首
﹂
を
編
纂
し
た
と
想
定
し
た
方
が
良
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
老
い
た
出
家
者
や
勅
撰
集
入
集
の
喜
び
な
ど
は
、

編
纂
に
用
い
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。本

百
首
内
に
は
、『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
を
踏
ま
え
た
一
首
﹁
た
そ

が
れ
に
ひ
か
り
を
そ
へ
し
夕
皃
の
花
こ
そ
や
ど
の
し
る
べ
成
け
れ
﹂
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（
27
）
や
、
前
掲
10
番
歌
や
﹁
し
ら
玉
か
な
に
ぞ
と
見
れ
は
貴
船
川

な
み
ま
に
見
ゆ
る
蛍
成
け
り
﹂（
29
）
な
ど
、『
伊
勢
物
語
』
の
表
現

を
踏
ま
え
た
歌
が
四
首
ほ
ど
見
ら
れ
、
あ
る
程
度
歌
を
詠
み
慣
れ
た

人
物
の
詠
作
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
百
首
中
の
歌
が
他
資
料
に
見

ら
れ
る
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同
一
歌
と
見
な
し
う
る
作
が
三
首
存

在
し
た
。

ま
ず
、
源
高
国
の
歌
が
、
二
首
確
認
で
き
る
。

う
つ
つ
に
は
ま
た
渡
る
べ
き
道
も
な
し
見
し
を
か
ぎ
り
の
夢
の

う
き
橋
（
71
）

　

↓
藤
葉
和
歌
集
572
源
高
国
﹁
恋
う
た
と
て
﹂

冨
士
の
根
に
た
え
ぬ
は
猶
も
煙
に
て
わ
か
偽
や
け
な
ば
け
ぬ
べ

き
（
75
）

　

↓
新
続 

古
今
集
・
恋
一
1095
源
高
国（
四
句﹁
我
が
身
ひ
と
つ
ぞ
﹂）

次
に
、
惟
宗
光
吉
の
歌
が
一
首
確
認
で
き
る
。

お
き
あ
ま
る
露
も
乱
て
浅
茅
生
の
小
野
の
し
の
原
秋
風
ぞ
ふ
く

（
33
）

　

↓
新 

拾 

遺
集
・
秋
上
381
惟
宗
光
吉
、
続
現
葉
和
歌
集
255
惟
宗

光
吉
（
両
集
と
も
﹁
題
不
知
﹂、
二
句
﹁
露
は
み
だ
れ
て
﹂）

ま
た
、
百
首
の
内
の
﹁
西
川
や
む
か
し
の
跡
を
い
さ
め
き
て
御
幸

ひ
さ
し
き
鶴
の
毛
衣
﹂（
91
）
は
、
元
亨
三
年
七
月
の
亀
山
殿
七
百

首
﹁
寄
鶴
祝
﹂
題
で
詠
ま
れ
た
光
吉
の
﹁
西
川
や
み
ゆ
き
の
跡
を
か

さ
ね
て
も
千
世
と
ぞ
ち
ぎ
る
鶴
の
毛
衣
﹂（
新
続
古
今
集
・
賀
790
惟
宗

光
吉
、
光
吉
集
306
、
亀
山
殿
七
百
首
699
、
題
林
愚
抄

10652
）
と
歌
の
構
造
が

類
似
し
て
い
る
。

二
首
一
致
し
た
源
（
畠
山
）
高
国
は
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
誕

生
、観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
没
。
足
利
尊
氏
に
従
い
、建
武
三
年
（
一

三
三
六
）、
淀
や
宇
治
で
戦
っ
た
後
に
伊
勢
守
護
と
な
っ
た
が
、
暦

応
元
年
（
一
三
三
八
）
に
解
任
さ
れ
る
。
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）、

嫡
子
国
氏
が
奥
州
一
方
管
領
に
補
任
さ
れ
た
た
め
、
と
も
に
下
向
。

観
応
の
擾
乱
に
よ
り
、
直
義
派
の
奥
州
管
領
吉
良
貞
家
ら
に
攻
め
ら

れ
自
害
し
た
。『
風
雅
集
』
に
一
首
、『
新
続
古
今
集
』
に
一
首
入
集
。

『
藤
葉
集
』
に
も
二
首
確
認
さ
れ
る
が
、
家
集
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
頃
成
立
の
『
藤
葉
集
』
368
番
歌
の
作
者
名

注
記
に
﹁
畠
山
上
野
入
道
﹂
と
あ
り
、
出
家
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

次
の
惟
宗
光
吉
は
文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
誕
生
、文
和
元
年
（
一

三
五
二
）没
。
医
師
吉
国
男
で
権
侍
医
、四
位
右
京
権
大
夫
を
務
め
た
。

法
名
は
玄
照
。
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
の
﹁
玄
恵
法
印
追
善
詩
歌
﹂

﹁
為
世
十
三
回
忌
和
歌
﹂
に
玄
照
の
名
が
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
年

ま
で
に
出
家
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
条
派
の
有
力
歌
人
と
し
て

活
躍
し
、
亀
山
殿
千
首
・
亀
山
殿
七
百
首
・
内
裏
千
首
・
為
世
家
日

吉
社
奉
納
百
首
な
ど
に
出
詠
、『
続
千
載
集
』
以
下
に
十
九
首
入
集
す
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る
。『
続
後
拾
遺
集
』撰
集
の
折
に
は
和
歌
所
寄
人
と
な
り
、『
藤
葉
集
』

の
撰
集
に
も
関
与
、
経
継
の
文
保
百
首
や
亀
山
殿
七
百
首
を
清
書
し

て
い
る
。
家
集
に
『
光
吉
集
』
が
あ
る
が
、
光
吉
没
後
、
子
の
光
之

が
『
新
千
載
集
』
の
資
料
と
し
て
編
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る︶

₂₅
︵

。

高
国
と
光
吉
は
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
初
期
の
同
時
期
に
活
動
し

て
い
る
。
高
国
に
家
集
は
無
く
、『
藤
葉
集
』
や
勅
撰
集
の
撰
集
資
料

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
方
、
光
吉
に
は
没
後
に
編
纂
さ
れ
た
家
集

し
か
存
在
せ
ず
、歌
歴
に
比
し
て
現
存
す
る
詠
作
数
は
多
く
は
な
い
。

僅
か
四
首
の
存
在
か
ら
全
体
を
見
通
す
こ
と
は
危
う
い
が
、
百
首
の

う
ち
、
他
資
料
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
歌
の
中
に
、
高
国
や
光
吉
の

詠
作
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
少
な

く
と
も
、
両
者
と
も
、
本
百
首
に
見
ら
れ
た
勅
撰
集
入
集
と
出
家
者

と
い
う
設
定
に
合
致
し
、
高
国
に
は
、
自
身
の
感
慨
と
は
限
定
で
き

な
い
も
の
の
、﹁
春
と
い
へ
ば
む
か
し
だ
に
こ
そ
か
す
み
し
か
お
い
の

た
も
と
に
や
ど
る
月
か
げ
﹂（
風
雅
集
・
雑
上
1487
）
と
い
う
老
い
を
詠

ん
だ
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、光
吉
の
家
集
に
﹁
墨
染
衣
﹂
や
﹁
歎

老
﹂
を
詠
ん
だ
歌
が
存
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
想
定
を
試
み
た
の
に
は
、
他
に
も
理
由
が
あ
る
。
本

百
首
に
は
、
具
体
的
な
詠
歌
事
情
を
想
定
し
な
い
と
解
釈
が
困
難
な

歌
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
88

番
歌
を
見
て
み
よ
う
。

我
が
道
を
た
め
し
に
ひ
け
ば
梓
弓
い
る
さ
の
野
邊
の
末
も
た
の

も
し
（
88
）

二
句
目
﹁
た
め
し
に
ひ
く
﹂
は
、
長
寿
や
御
代
の
長
さ
を
寿
ぐ
た

め
な
ど
、長
く
続
く
も
の
を
例
示
す
る
際
に
使
わ
れ
る
措
辞
で
あ
る
。

掛
詞
を
駆
使
し
て
﹁
梓
弓
い
る
さ
の
野
邊
の
末
﹂
と
い
う
詞
を
間
に

加
え
て
は
い
る
が
、
一
首
の
意
は
﹁
我
が
道
を
（
長
く
続
く
）
例
と

し
て
引
け
ば
、
行
く
末
も
頼
も
し
い
こ
と
で
す
﹂
と
い
う
内
容
に
な

る
だ
ろ
う
。
で
は
﹁
我
が
道
﹂
と
は
何
か
。
和
歌
の
用
例
の
多
く
は

﹁
和
歌
の
道
﹂
を
指
す
。
た
だ
し
﹁
我
が
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
詠

者
の
立
場
に
よ
っ
て
、指
示
内
容
が
変
わ
り
得
る
詞
で
あ
る
。﹁
梓
弓
﹂

と
い
う
措
辞
か
ら
武
士
の
道
の
こ
と
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
一

方
で
、『
光
吉
集
』
の
述
懐
題
で
詠
ま
れ
た
﹁
も
ろ
こ
し
の
国
は
じ
め

け
る
す
べ
ら
き
の
人
を
す
く
ひ
し
道
ぞ
わ
が
道
﹂（
光
吉
集
287
）
と
い

う
用
例
も
注
目
さ
れ
る
。
中
国
の
伝
説
上
の
皇
帝
、
神
農
か
ら
始
ま

っ
た
と
さ
れ
る
医
道
を
、
光
吉
は
﹁
我
が
道
﹂
と
称
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
持
つ
医
道
に
よ
そ
え
て
、
行
く
末
を
﹁
た
の

も
し
﹂
と
評
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
本
百
首
に
高
国
や
光
吉
以
外
の
詠
作
が
収
め
ら
れ
て

い
る
可
能
性
も
大
き
い
。
同
一
歌
と
は
見
な
せ
な
い
が
、
和
歌
の
一

部
や
趣
向
が
他
資
料
の
歌
と
重
な
る
例
も
確
認
で
き
て
い
る
。だ
が
、

そ
の
よ
う
な
表
現
の
詠
作
時
期
を
見
る
と
、
高
国
や
光
吉
と
ほ
ぼ
同
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時
期
の
作
例
が
二
十
例
ほ
ど
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
四

首
の
み
掲
げ
、
一
致
す
る
表
現
に
傍
線
を
、
類
似
表
現
に
破
線
を
付

し
た
。く

れ
は
つ
る
き
の
ふ
の
嵐
さ
え
か
へ
り
雪
気
の
雲
ぞ
春
に
残
れ

る
（
1
）

　

↓
と
し 

く
れ
し
き
の
ふ
の
嵐
猶
さ
え
て
雪
げ
の
雲
ぞ
は
る
に

か
か
れ
る 

（
文
保
百
首
1998
頓
覚
）

し
た
ひ
え
ぬ
秋
の
わ
か
れ
の
涙
よ
り
あ
す
を
も
ま
た
で
ふ
る
時

雨
哉
（
47
）

　

↓
し
た 

ひ
こ
し
秋
の
わ
か
れ
の
涙
よ
り
袖
も
ほ
し
あ
へ
ぬ
は

つ
時
雨
か
な

 

（
延
文
百
首
56
時
雨
・
後
光
厳
天
皇
／
新
拾
遺
集
・
冬
559
）

と
ど
ま
ら
ぬ
秋
の
わ
か
れ
の
涙
よ
り
あ
す
を
も
ま
た
で
袖
ぞ
し

ぐ
る
る 

（
延
文
百
首
655
九
月
尽
・
尊
胤
）

ふ
か
き
夜
の
哀
を
添
て
月
影
の
入
野
の
鹿
も
妻
や
こ
ふ
ら
ん

（
76
）

　

↓
ふ
か 

き
夜
の
あ
は
れ
を
そ
へ
て
有
明
の
月
に
い
と
は
ぬ
花

の
し
ら
雲 

（
亀
山
殿
七
百
首
70
暁
花
・
忠
守
）

家
づ
と
に
手
折
て
か
へ
る
一
枝
の
は
な
を
ば
ゆ
る
せ
春
の
山
風

（
15
）

　

↓
ち
ら 

ぬ
ま
に
し
ば
し
か
ざ
さ
ん
桜
花
折
る
て
に
ゆ
る
せ
春

の
夕
か
ぜ 

（
亀
山
殿
七
百
首
68
折
花
・
経
継
）

1
番
歌
は
、
立
春
の
空
に
冬
の
景
物
で
あ
る
雪
気
の
雲
が
残
っ
て

い
る
様
子
を
詠
む
が
、
ほ
ぼ
同
じ
趣
向
が
文
保
百
首
の
頓
覚
詠
に
見

出
だ
せ
る
。
47
番
歌
は
九
月
尽
日
、
秋
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
流
す

涙
に
時
雨
を
重
ね
合
わ
せ
る
趣
向
で
、
詞
や
趣
向
の
一
致
が
延
文
百

首
の
後
光
厳
天
皇
や
尊
胤
法
親
王
と
よ
く
似
て
い
る
。
76
、
15
番
歌

も
傍
線
部
が
一
致
、
破
線
部
が
類
似
し
て
い
る
。
延
文
百
首
は
高
国

や
光
吉
の
没
後
間
も
な
く
の
催
し
だ
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
品
に
共

通
表
現
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
光
吉
と
関
係
の
深
い
催

し
や
歌
人
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
例
以
外
を
見
て
も
、
や

は
り
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
の
詠
作
と
の
類
似
表
現
が
多
い
。ま
た
、

南
朝
方
の
作
品
と
の
関
連
は
見
ら
れ
ず
、
二
条
派
を
中
心
と
し
た
催

し
と
共
通
し
た
表
現
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
国

・
光
吉
詠
以
外
の
作
が
当
該
百
首
を
構
成
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ほ

ぼ
同
時
代
の
作
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
三
代
集
の
道
真
詠
か
ら
鎌
倉
期
の
詠
作
、
禅
僧
の
歌

す
ら
含
む︶

₂₆
︵

他
の
﹁
仮
託
歌
集
﹂
と
は
異
な
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

本
百
首
は
他
の
﹁
仮
託
歌
集
﹂
の
よ
う
に
様
々
な
時
代
の
資
料
を
吸

収
・
再
構
成
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
か
な
り
狭
い
時
期
・
範
囲
の
詠

作
を
収
集
・
再
構
成
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
雑
部
末
尾
の
よ
う
に

天
神
詠
ら
し
く
改
変
を
施
し
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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五　

お
わ
り
に

﹁
天
神
仮
託
百
首
﹂
戊
／
ｆ
系
統
は
、
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
に

天
神
の
夢
告
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
と
い
う
偽
作
さ
れ
た
由
来
譚

と
、
整
然
と
し
た
構
成
を
持
つ
百
首
歌
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
由

来
譚
は
、
実
際
に
あ
っ
た
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
の
﹁
安
楽
寺
神

託
詩
歌
﹂
の
展
開
に
な
ぞ
ら
え
て
仮
構
さ
れ
、
秘
説
性
や
信
憑
性
を

高
め
て
い
た
。
百
首
歌
に
は
、
畠
山
高
国
や
惟
宗
光
吉
と
い
う
鎌
倉

末
か
ら
南
北
朝
期
の
人
物
の
詠
歌
や
同
時
代
の
和
歌
と
の
類
似
表
現

が
含
ま
れ
、
奇
し
く
も
由
来
譚
で
示
さ
れ
た
貞
治
元
年
に
近
い
時
期

の
歌
を
収
集
・
改
変
・
再
構
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
由
来
譚
を
偽
作
す
る

上
で
、﹁
安
楽
寺
仮
託
詩
歌
﹂
の
一
件
を
踏
ま
え
、
北
野
社
を
強
調
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
野
社
関
係
の
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
か
と
想

像
さ
れ
る
。
和
歌
を
利
用
さ
れ
た
光
吉
で
あ
る
が
、『
光
吉
集
』
に
は

北
野
社
と
関
連
あ
る
詠
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
倉
公
雄
に
す
す

め
ら
れ
た
北
野
社
奉
納
和
歌
（
光
吉
集
300
）
の
他
、﹁
夢
想
の
こ
と
あ

り
て
、
同
社
（
稿
者
注
、
北
野
社
）
に
奉
納
し
侍
け
る
卅
首
歌
の
中
に
﹂

（
同
301
）
と
い
う
詞
書
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
北
野
社
と
の
関

わ
り
が
、﹁
仮
託
百
首
﹂
構
築
へ
と
利
用
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
天
神
仮
託
歌
集
﹂
は
広
く
享
受
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
偽
書

と
し
て
和
歌
研
究
か
ら
斥
け
ら
れ
て
き
た
面
が
あ
る
。
武
井
氏
の
指

摘
通
り
、﹁
仮
託
歌
集
﹂
は
和
歌
史
の
﹁
周
縁
﹂
に
位
置
す
る
も
の
で

あ
り
、
他
の
撰
集
や
家
集
類
と
同
一
に
扱
う
に
は
、
難
し
い
面
を
持

っ
て
い
る
。
だ
が
、
中
世
に
お
け
る
天
神
信
仰
が
和
歌
と
い
う
形
で

表
出
し
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

は
、
中
世
に
お
け
る
信
仰
の
実
態
を
知
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
中
世
盛
ん
に
行
わ
れ
た
奉
納
和
歌
と
、
こ
の
よ

う
な
偽
書
の
誕
生
は
、
根
幹
を
共
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

え
る
。
神
と
人
と
の
歌
の
贈
答
は
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
奉

納
が
神
仏
へ
の
働
き
か
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
仮
託
歌
集
は
数
多
く

の
奉
納
和
歌
に
対
す
る
神
か
ら
の
﹁
答
歌
﹂
と
し
て
も
機
能
し
得
た

の
で
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
自
身
の
奉
納
に
対
す
る
神
の
応
答
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
﹁
仮
託
歌
集
﹂
が
生
み
出

さ
れ
、
享
受
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
﹁
仮
託

歌
集
﹂
の
形
成
も
ま
た
、
奉
納
と
は
異
な
る
方
向
に
発
露
し
た
信
仰

の
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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︻
注
︼

（
1
）『
大
鏡
』
は
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
菅
家
御
伝
記
』
は
群
書
類
従
（
第

二
輯
・
巻
二
〇
所
収
）
よ
り
引
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
と
道
真
の

家
集
と
さ
れ
る
﹁
菅
家
﹂
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
久
保
木
秀
夫
﹁
道

真
集
﹂（『
中
古
中
世
散
佚
家
集
研
究
』
青
簡
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に

言
及
が
あ
る
。

（
2
）
武
井
和
人
﹁
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
研
究
序
説
﹂（『
中
世
和
歌
の
文

献
学
的
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
り
、『
新
古
今
集
』

巻
十
八
・
雑
下
巻
頭
﹁
菅
贈
太
政
大
臣
﹂
に
よ
る
十
二
首
の
一
字
題

詠
や
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
集
目
録
』
の
﹁
菅
家
﹂
と
い
う
記

載
か
ら
、『
新
古
今
集
』
の
撰
集
資
料
と
な
り
得
た
よ
う
な
家
集
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
家
集
は
道
真
真
詠
と
は
認
め
が
た

い
と
い
う
。
そ
の
後
の
研
究
に
、
有
吉
保
﹁
撰
者
と
資
料
―
巻
十
八

雑
歌
下
・
道
真
詠
歌
の
場
合
―
﹂（『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究　

続
篇
』

笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
浅
田
徹
﹁
菅
原
道
真
の
新
古
今
入
集
歌

お
ぼ
え
が
き
﹂（『
早
稲
田
本
庄
高
等
学
院
国
語
科
論
集
』
創
立
二
十

周
年
記
念
特
別
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
前
掲
注
１
久
保
木
論
考
な

ど
。

（
3
）
前
掲
注
２
武
井
論
考
な
ど
、先
行
研
究
で
は
﹁
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
﹂

や
﹁
道
真
仮
託
歌
集
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
渡
辺
麻
里

子
﹁
嵋
山
元
賢
の
天
神
信
仰
―
道
明
寺
天
満
宮
蔵
『
瑠
璃
壺
之
詠
歌

百
首
』
を
め
ぐ
っ
て
―
﹂（『
黄
檗
文
華
』
一
二
二
、二
〇
〇
三
年
七
月
）

で
は
、
歌
集
の
性
質
か
ら
﹁
天
神
仮
託
歌
集
﹂
と
称
す
る
の
が
ふ
さ

わ
し
い
と
す
る
。
本
稿
で
扱
う
﹁
仮
託
百
首
﹂（
戊
／
ｆ
系
統
）
も
、

詠
者
を
天
神
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
名
称
に
従
っ
た
。

（
4
）
前
掲
注
２
武
井
論
考
。
以
下
、
武
井
氏
の
研
究
を
引
用
す
る
場
合
、

特
に
断
ら
な
い
限
り
、
同
論
考
に
拠
る
。
武
井
分
類
で
は
、
一
一
四

本
も
の
写
本
（
未
見
一
三
本
を
含
む
。
江
戸
期
に
抄
出
さ
れ
た
編
纂

本
は
除
く
）
を
紹
介
し
、
歌
数
か
ら
﹁
家
集
﹂
と
﹁
百
首
﹂
に
大
別
、

巻
頭
・
巻
軸
歌
の
別
か
ら
﹁
家
集
﹂
を
八
系
統
、﹁
百
首
﹂
を
六
系
統

に
分
類
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、﹁
仮
託
歌
集
﹂
に
は
異
な
る
内
容
の

歌
集
が
十
四
種
類
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
5
）
小
峯
和
明
編
『
宝
鏡
寺
蔵
『
妙
法
天
神
経
解
釈
』
全
注
釈
と
研
究
』（
笠

間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）

（
6
）
前
掲
注
５
所
収
、安
原
眞
琴
・
渡
辺
麻
里
子
﹁『
妙
法
天
神
経
』
の
和
歌
﹂

（
7
）
新
た
な
写
本
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
久
保
貴
子
﹁
山
岸
文
庫
﹁
菅

原
道
真
家
集
類
﹂
に
関
す
る
一
考
察
﹂（『
実
践
国
文
学
』
四
〇
、
一

九
九
一
年
九
月
）
や
飯
塚
ひ
ろ
み
・
三
浦
喜
子
・
吉
海
直
人
﹁
道
真

仮
託
歌
集
『
菅
家
御
集
』
の
翻
刻
と
紹
介
﹂（『
同
志
社
女
子
大
学
日

本
語
日
本
文
学
』
一
八
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）、
飯
塚
ひ
ろ
み
・
芝
万

智
・
吉
海
直
人﹁
道
真
仮
託
歌
集『
聖
廟
御
詠
』の
翻
刻
と
紹
介
﹂（『
同

志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
二
〇
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）
な
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ど
が
あ
る
。﹁
仮
託
百
首
﹂
の
享
受
の
例
と
し
て
は
、
前
掲
注
３
な
ど
。

（
8
）
七
本
は
以
下
の
通
り
。

　
　

① 

道
明
寺
天
満
宮
蔵
﹁
天
神
御
詠
百
首
﹂（
内
題
）
／
外
題
ナ
シ
／
写

一
冊　

未
見
。『
藤
井
寺
市
史
』
第
十
巻
史
料
編
八
中
（
藤
井
寺
市
、

一
九
九
二
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

　
　

② 

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
蔵
『
菅
家
御
年

譜
附
百
首
御
歌
』（
二
八
九
．
一
Ｋ
Ａ
Ｉ
）
／
内
題
﹁
菅
家
御
詠
哥

百
首
﹂
／
写
一
冊

　
　

③ 

刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
『
蓬
盧
雑
鈔
』（
六
二
〇
三
／
一
二

〇
／
九
丙
一
）
所
収
﹁
北
野
天
神
百
首
御
詠
﹂
／
写
一
冊

　
　

④ 

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
『
菅
家
百
首
御
詠
歌
』（
Ｐ

九
一
一
―
五
一
）
／
内
題
﹁
菅
家
百
首
御
詠
歌
﹂
／
写
一
冊

　
　

⑤ 

神
宮
文
庫
蔵
『
瑠
璃
壺
御
詠
』（
三
／
一
四
四
九
）
／
内
題
﹁
玉
玉

竹
木
日
瑠
璃
歌
／
御
詠
謌　

百
首
﹂
／
写
一
冊

　
　

⑥ 

実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
『
天
神
百
詠
』（
三
五
九
）

／
﹁
天
神
宮
御
遺
書
之
百
詠
／
并
秘
文
五
実
名
﹂
／
写
一
冊
／
注

８
久
保
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑦ 

簗
瀬
一
雄
氏
蔵
本
（
江
戸
中
期
写
）
未
見
。
注
２
武
井
論
考
の
紹

介
に
拠
る
。

（
9
）
注
２
武
井
論
考
参
照
。
乙
／
ｃ
系
統
百
首
と
丁
／
ｅ
系
統
百
首
、
己

／
ｇ
系
統
百
首
が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
首
以
上
の
歌
を
共
有
す
る
の
に
対

し
、
当
該
の
戊
／
ｆ
系
統
は
四
首
の
み
。
そ
の
四
首
も
、
由
来
譚
を

欠
く
池
田
家
本
と
森
文
庫
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
秋
部
末

尾
に
連
続
し
て
収
載
さ
れ
た
こ
の
四
首
は
、
前
後
の
季
節
の
推
移
に

沿
っ
た
排
列
と
合
致
し
な
い
。
こ
の
四
首
は
他
系
統
か
ら
の
増
補
と

も
考
え
得
る
た
め
、
本
稿
で
は
百
首
歌
考
察
の
対
象
に
含
め
な
か
っ

た
。

（
10
）
原
文
﹁
前
の
光
厳
院
﹂（
道
明
寺
天
満
宮
本
、村
上
文
庫
、山
岸
文
庫
本
）。

神
宮
文
庫
本
で
は
﹁
後
光
厳
院
﹂。
な
お
、
貞
治
元
年
当
時
在
位
は
後

光
厳
天
皇
。

（
11
）
注
８
掲
出
の
『
藤
井
寺
市
史
』
所
収
の
翻
刻
に
拠
る
。

（
12
）
神
宮
文
庫
本
は
当
該
部
分
、﹁
此
次
第
、
主
上
よ
り
外
は
時
の
関
白
、

為
重
卿
、北
野
法
眼
よ
り
別
に
知
る
人
も
な
き
物
な
り
。﹂
の
後
に
﹁
希

代
の
神
異
…
（
中
略
）
…
当
法
に
は
何
の
も
の
か
是
に
す
ぎ
ん
や
。

あ
な
か
し
こ
﹂
と
続
き
、
法
眼
、
兼
載
、
祐
増
、
宗
綱
が
相
伝
し
た

と
記
さ
れ
、
道
明
寺
天
満
宮
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
﹁
康
暦
元
年
二
月

廿
日
後
筑
紫
上
洛
し
て
﹂
以
下
の
文
が
無
い
。
神
宮
文
庫
本
の
よ
う

な
記
述
は
他
に
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
法
眼
・
兼
載
以
下
の
相
伝
に
つ

い
て
も
確
認
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
神
宮
文
庫
本
の
記
述
は
、
道
明

寺
天
満
宮
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
由
来
譚
末
尾
部
分
の
欠
脱
を
補
う
た

め
の
改
変
と
捉
え
た
。

（
13
）
山
岸
文
庫
本
も
前
掲
注
12
の
神
宮
文
庫
本
の
よ
う
な
末
尾
欠
脱
の
増
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補
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
神
宮
文
庫
本
に
比
べ
、
文
章
の

接
続
に
も
不
自
然
な
点
が
無
い
た
め
、
道
明
寺
天
満
宮
本
な
ど
で
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
本
文
を
存
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
。

（
14
）
由
来
譚
部
分
は
私
に
濁
点
と
句
読
点
を
付
し
、
適
宜
漢
字
を
あ
て
た
。

山
岸
本
の
簡
単
な
書
誌
を
こ
こ
で
記
し
て
お
く
。
写
一
冊
、
縦
19
・

8
糎
×
横
26
・
6
糎
、
外
題
は
﹁
天
神
百
詠
﹂、
内
題
﹁
天
神
宮
御
遺

書
之
百
詠
／
并
秘
文
五
實
名
﹂。
墨
付
十
六
丁
、
本
文
一
面
八
行
、
和

歌
一
首
二
行
書
で
、
一
部
散
ら
し
書
き
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

百
首
歌
の
前
に
五
実
名
、
百
首
の
後
に
七
言
句
の
秘
文
と
貞
治
元
年

天
神
の
夢
告
に
よ
っ
て
百
首
が
北
野
社
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
由

来
譚
、
増
補
詩
歌
一
二
首
を
付
す
。
百
首
歌
は
春
二
〇
首
・
夏
一
〇

首
・
秋
一
七
首
・
冬
一
〇
首
・
恋
二
〇
首
・
雑
二
〇
首
の
全
九
七
首
。

（
15
）
神
宮
文
庫
本
の
同
趣
旨
の
由
来
譚
に
つ
い
て
、
井
上
宗
雄
氏
も
疑
問

を
呈
し
て
い
る
。『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

南
北
朝
期
』改
訂
新
版（
明

治
書
院
、
一
九
八
七
年
）
六
八
二
頁
参
照
。

（
16
）
注
６
参
照

（
17
）
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
『
聖
廟
和
歌
』（
九
一
一
．
一

三
︲
三
〇
）
に
拠
る
。

（
18
）多
和
文
庫
蔵『
毘
沙
門
為
兼
歌
集
／
天
神
御
秘
歌
』（
四
．
一
〇
）に
拠
る
。

（
19
）
大
日
本
古
記
録
『
後
愚
昧
記
』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
よ

り
引
用
。

（
20
）
注
15
井
上
著
書
六
〇
五
頁
参
照
。
た
だ
し
、
井
上
氏
は
﹁
天
神
仮
託

百
首
﹂
と
﹁
神
託
詩
歌
﹂
を
関
連
づ
け
て
は
い
な
い
。

（
21
）
徳
大
寺
三
位
は
徳
大
寺
実
時
（
貞
治
元
年
当
時
、
正
三
位
権
中
納
言
）、

堀
河
侍
従
は
堀
河
具
言
、
関
白
は
近
衛
道
嗣
に
比
定
し
得
る
。

（
22
）
和
歌
に
は
私
に
濁
点
を
付
し
、
山
岸
文
庫
本
の
歌
番
号
を
括
弧
内
に

付
し
た
。
そ
れ
以
外
の
仮
託
歌
集
を
引
用
す
る
場
合
は
、
特
に
断
ら

な
い
限
り
注
２
武
井
論
考
所
収
翻
刻
を
用
い
、
括
弧
内
に
武
井
分
類

と
全
注
釈
分
類
を
示
し
た
。

（
23
）
た
だ
し
、
一
見
単
な
る
四
季
歌
で
あ
っ
て
も
、﹁
天
神
﹂
の
作
と
し
て
、

隠
喩
や
寓
意
を
読
み
取
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、﹁（
主
を
忘

れ
ぬ
）
梅
﹂
や
﹁
筑
紫
﹂﹁
北
野
﹂
な
ど
、
天
神
を
表
す
典
型
的
な
用

語
の
有
無
を
基
準
と
し
て
判
断
し
た
。

（
24
）
前
掲
和
歌
以
外
に
﹁
ひ
と
り
す
む
や
ど
の
友
と
や
積
ら
ん
我
身
ふ
り

ゆ
く
庭
の
し
ら
雪
﹂（
55
）﹁
老
ら
く
の
惜
か
り
つ
る
も
た
ら
ち
ね
の

跡
と
ふ
ま
で
と
お
も
ふ
成
け
り
﹂（
85
）
が
あ
る
。

（
25
）
注
15
井
上
著
書
五
一
六
～
五
一
七
頁

（
26
）
注
６
参
照

︹
付
記
︺ 

本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
﹁
王
朝
文
学
の
流
布
と

継
承
﹂（
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
一
〇
年
度
）、
及
び
科
学
研
究
費
補

助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




